
平成２１年度九州ブロックにおけるリユース・リサイクル促進による地域循環圏の構築に関する調査

「九州地域における小型家電等の
レアメタルリサイクル可能性調査」

－現状報告－

第2回地域循環圏に関する九州会議
日時：平成21年12月10日 13:00～17:00
会場：福岡朝日ビル
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「九州地域における小型家電等のレアメタルリサイクル可能性調査」 調査全体像

（１）九州における使用済小型
家電の処理の実態把握

（２）中間処理業者及び精錬
事業者の状況

一般家庭・
事業所等
（小型家電類）

自治体
（不燃ごみ等からピックアップ）

（ステーション等での分別回収）

家電販売店
（ポスト等）

イベントなど

自治体
（一廃不燃ごみとして混合一括回収）

焼却炉・
最終処分場

中間処理
事業者

精錬所など

回収事業者
（買い子）

最終処分場
輸出

静脈側上流（排出・回収段階） 静脈側中流（中間処理段階） 静脈側下流（精錬段階）

（３）レアメタルリサイクルに
関するシミュレーションの
実施と評価

人口が多く、使用済み小型家電の発生量が多い自治体
（ケーススタディＡ）

優れた技術を有する中間処理事業者、精錬事業
者が立地する自治体（ケーススタディＢ）

上記のいずれにも属さない自治体（人口希薄、有力な事業者少）（ケーススタディＣ）

各ケーススタディに対するシミュレーション（発生量等の地域特性分析、課題分析、方向性の検討）
<回収方法のあり方> <他地域との連携のあり方> <地元企業（処理・精錬）競争力ＵＰに向けた支援のあり方>

（４）広域的レアメタルリサイ
クルを進める上での課題
の整理・方策の検討 各ケーススタディ別の取組を拡大させるために必要な方策の検討



小
型
家
電
ユ
ー

ザ
ー

メーカー・家電販売店
（店頭・ポストでの引取）

回収事業者（買い子）

その他（イベント回収等）

自治体（個別収集）

自治体
（不燃物としてステーション収集）

一部の量販店
や自治体など

例外的か？

一部の試験

的回収のみ

その他不明

自治体
（中間処理設備：主に破砕）

中間処理事業者
（金属くず等の民間産業

廃棄物処理事業者）

産廃として
全量処理

自治体
（最終処分場）

その他不明

自治体
（中間処理設備：主に焼却）

破砕残渣

有用金属

金属くず商
（鉄・アルミ・銅など）

金属くず商
（合金・レアメタルなど）

電炉事業者
（鉄くず・ステンレスくず）

精錬事業者
（アルミくず）

精錬事業者
乾式（故銅・金銀滓）

精錬事業者
湿式（金銀滓）

貴金属・レアメタル回収せず→破砕残渣へ

貴金属・レアメタ
ル回収の場合

有用金属として貴金属・レアメタルを回収しない場合は破砕残渣
へ

輸出？

焼却炉・最終
処分場など

有用金属

破砕残渣

精錬事業者
（その他非鉄金属）
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九州における使用済小型家電の処理実態／中間処理事業者及び精錬事業者の状況

 家庭などから排出された小型家電の大半は、自治体の不燃ごみとして回収されている。

自治体の破砕設備では、貴金属・レ
アメタルの多くが破砕残渣へ流れる

民間の破砕設備では、貴金属

類を分離・選別している。（貴

金属以外のレアメタルは破砕

残渣へ）

 民間の中間処理事業者で破砕されたものは、有用金属として貴金属類も回収される。

 自治体回収されたものは、破砕後に有用金属（貴金属・レアメタル除く）を回収して最終処分される。

 小型家電の中の貴金属・レアメタルは、多くが破砕残渣として埋立処理等されている。
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(n=174)

積極的に検討したい 14.4%

条件次第で検討したい 26.4%

検討したくない 8.6%分からない 12.6%

無回答 37.9%

(n=36)

手解体主体 38.9%

機械粉砕主体 16.7%

その他 27.8%

無回答 16.7%

(n=134)民間業者に中間処理委託 6.0%

破砕後、有用金属を選別して

回収 6.0%

破砕後、有用金属を選別回収

して残渣の一部を焼却処理・

埋立 43.3%

破砕後、有用金属を選別回収

して残渣すべてを埋立 17.9%

無回答 4.5%

その他 17.2%

直接埋立 5.2%

(n=134)

個別収集実施中 9.7%

過去に個別収集を実施 0.0%

不燃物として混合収集 82.1%

その他 5.2%
無回答 3.0%

九州における使用済小型家電の処理実態／中間処理事業者及び精錬事業者の状況

 九州管内自治体向けアンケート
 134件の回答・146自治体分の回答（広域組合等による代理回答21自治体分含む）
 回答率：54.3％ 自治体捕捉率：59.1％（広域組合等による一括回答を自治体件数分でみた割合）

 九州管内で廃棄物処理業の免許を有する中間処理事業者（金属くず）向けアンケート
 175件の回答・回答率：28.8％

小型家電の回収状況→不燃物として混合回収が最多

小型家電の処理状況→「破砕後に鉄等を回収して焼却」が最多

小型家電の処理方法→手解体主体が多い

小型家電からのレアメタルリサイクルに対する関心度

→「条件次第で検討したい」が最多

中間処理事業者

アンケートから

中間処理事業者

アンケートから

自治体

アンケートから

自治体

アンケートから
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レアメタルリサイクルに関するシミュレーションの実施と評価

 【ケーススタディＡ】

 人口が多く、使用済み小型家電の発生量が多い自治体の例

 【ケーススタディＢ】

 優れた技術を有する中間処理事業者、精錬事業者が立地する自治体

 【ケーススタディＣ】
 上記のいずれにも属さない自治体（相対的に人口少ない、有力な中間処理事業者や精錬事業者がいない、など）

 調査検討項目の一例

 地域特性

 人口、世帯数、年齢構成、主要な製造品、と製造品出荷額、自動車保有台数、ごみ排出量など

 ポスト設置が可能な公的施設などの数

 イベント回収に適したイベントの回数など

 使用済小型家電の発生量・回収量（方法別推計）

 使用済み小型家電と関連廃棄物の回収区分と処理の現状

 地域における有力な中間処理事業者・精錬事業者の立地動向

 小型家電からのレアメタルリサイクルに対する意向

 当該地域で小型家電からのレアメタルリサイクルを促進させようとする場合の課題と方向性


